
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

西
南
遊
記
篇
（
其
一
）

―
―
「
浙
遊
日
記
」（
前
半
）

薄
井
俊
二

埼
玉
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座

キ
ー
ワ
ー
ド:

徐
霞
客
、
徐
宏
祖
、
遊
記
、
浙
江

は
じ
め
に

本
稿
は
、
明
代
の
徐
宏
祖
（
一
五
八
六
〜
一
六
四
一
年
）
に
よ
る
「
徐
霞
客
遊

記
」
の
訳
注
で
あ
る
。

徐
宏
祖
（
あ
る
い
は
弘
祖
）
は
、
江
蘇
省
江
陰
県
の
人
で
、
字
は
振
之
、
号

は
霞
客
。
地
方
の
名
門
の
出
で
あ
っ
た
が
科
挙
は
受
け
ず
、
白
衣
で
終
わ
っ

た
が
、
黄
道
周
な
ど
の
名
士
と
交
わ
っ
た
。

「
徐
霞
客
遊
記
」
は
全
十
巻
、
お
よ
そ
六
十
万
字
程
が
残
る
が
、
そ
の
う
ち

第
二
巻
以
降
は
、
一
六
三
六
年
か
ら
一
六
四
○
年
に
か
け
て
、
中
国
西
南
部

を
ほ
ぼ
踏
破
し
た
旅
の
記
録
で
あ
り
、「
西
南
遊
記
」
と
も
称
さ
れ
る
。
本
稿

で
は
そ
の
中
か
ら
、
第
二
巻
「
浙
遊
日
記
」
の
前
半
部
分
（
崇
禎
九
﹇
一
六
三

六
﹈
年
九
月
十
九
日
か
ら
、
同
十
月
十
六
日
ま
で
）
を
訳
出
す
る
。

底
本
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
一
九
八
○
年
）

と
し
、
訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、
朱
恵
栄
等
訳
註
『
徐
霞
客
遊
記
全
訳
』（
貴
州

人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
等
を
参
照
す
る
。

紙
幅
の
関
係
で
、
口
語
訳
と
簡
単
な
語
注
の
み
と
す
る
。
詳
細
な
注
釈
は
、

別
途
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

徐
霞
客
の
自
注
は
〔

〕
で
示
す
。

掲
載
の
地
図
は
、「
中
国
百
万
分
一
地
図
（
上
海
・
武
漢
）」（
中
国
西
安
地
図

出
版
社
）
を
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

概
要西

南
遊
記
は
他
の
記
と
は
異
な
り
、
自
宅
を
出
発
す
る
と
こ
ろ
か
ら
記
述

を
始
め
る
。
彼
の
家
は
、
明
の
南
直
隷
常
州
府
江
陰
県
馬
鎮
（
今
の
江
蘇
省
無

錫
地
級
市
江
陰
市
馬
鎮
鎮
。
以
下
（

）
で
現
在
の
地
名
を
記
す
）
に
あ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
船
で
無
錫
・
蘇
州
を
経
、
佘
山
（
上
海
市
松
江
区
内
）
に
陳
継
寿
を
訪
ね

る
。
そ
の
後
西
に
転
じ
、
杭
州
に
至
っ
て
旅
の
準
備
を
す
る
。
西
湖
西
岸
の

飛
来
峯
な
ど
を
探
索
し
た
後
に
、
本
格
的
な
旅
遊
に
出
る
。
杭
州
か
ら
西
へ

徒
歩
と
轎
で
陸
行
し
、
新
城
県
（
杭
州
地
級
市
富
陽
市
内
）
の
洞
山
で
洞
窟
を
探

索
。
そ
の
後
南
に
下
り
、
船
に
乗
り
、
桐
廬
県
を
経
て
金
華
府
城
に
至
る
。

こ
こ
か
ら
北
の
金
華
山
（
北
山
）
に
登
り
、
金
華
三
洞
・
蘭
溪
の
洞
を
探
索
す

る
。
そ
の
後
、
再
び
船
に
乗
り
、
新
安
江
を
遡
っ
て
、
常
山
県
（
衢
州
地
級
市

常
山
県
）
で
上
陸
し
、
轎
で
西
に
進
ん
で
江
西
省
に
入
る
。

浙
江
省
で
の
主
な
探
索
先
は
、
杭
州
の
飛
来
峯
、
新
城
県
の
洞
山
と
金
華

県
・
蘭
渓
県
に
ま
た
が
る
金
華
山
で
あ
る
。
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訳
注崇

禎
九
年
（
丙
子
の
年
）
九
月
十
九
日

私
は
か
ね
て
よ
り
西
南
へ
の
旅
行

を
志
し
て
い
た
が
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
二
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
老
い

や
病
い
が
し
の
び
よ
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
た
。
黄
石
斎
先
生
が
来
て
く
れ
て
会
う
の
を
待
っ
て
い
た
が
、

先
生
か
ら
の
音
信
は
全
く
な
い
。
族
兄
の
徐
仲
昭
と
別
れ
の
挨
拶
を
し
よ
う

と
思
う
の
だ
が
、
彼
も
南
か
ら
こ
こ
へ
や
っ
て
来
な
い
。
そ
こ
で
昨
晩
、
土

瀆
莊
へ
赴
い
て
彼
に
会
っ
た
。
今
日
出
発
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど

杜
若
叔
父
が
尋
ね
て
き
た
。
一
緒
に
夜
中
ま
で
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
酔
い
の

ま
ま
に
舟
に
乗
り
出
発
す
る
。
同
行
は
静
聞
禅
師
で
あ
る
。

﹇
注
﹈
黄
石
斎
先
生
…
黄
道
周
（
一
五
八
五
〜
一
六
四
六
年
）。
明
末
の
文
人
政
治
家
で
、

学
行
と
も
に
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
し
ば
し
ば
高
官
と
対
立
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
徐
霞
客

と
は
親
交
が
深
か
っ
た
。

二
十
日

空
が
ま
だ
明
け
な
い
う
ち
に
、
無
錫
県
城
に
着
く
。
明
け
方
く

ら
い
に
、
先
ず
人
を
や
っ
て
王
孝
先
に
通
知
さ
せ
、
自
分
は
王
受
時
に
会
い

に
行
っ
た
が
、
彼
は
も
う
外
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
王
忠
紉
の
と
こ

ろ
を
訪
ね
る
。
王
忠
紉
は
私
を
引
き
留
め
、
と
も
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
午

の
時
に
至
っ
た
。
そ
こ
へ
王
孝
先
が
や
っ
て
来
て
、
ほ
ど
な
く
受
時
も
帰
っ

て
く
る
。
私
は
と
っ
く
に
酔
っ
て
い
た
が
、
更
に
ま
た
王
孝
先
と
一
緒
に
王

受
時
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
王
孝
先
は
顧
東
署
の
家
族
へ

の
手
紙
を
私
に
託
す
。〔
当
時
東
署
は
、
蒼
悟
道
で
長
官
を
し
て
い
た
。
そ
の
手
紙
は
、

息
子
の
顧
伯
昌
が
寄
託
し
た
も
の
で
あ
る
。〕
深
夜
ま
で
飲
み
、
や
っ
と
舟
に
入
る
。

二
十
一
日

再
び
無
錫
県
城
に
入
っ
て
王
孝
先
に
会
い
、
再
び
少
し
ば
か

り
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

午
前
に
船
を
出
発
さ
せ
、
暮
れ
に
は
蘇
州
府
呉
県
の
虎
丘
を
通
り
過
ぎ
、

半
塘
に
泊
ま
る
。

二
十
二
日
、
早
朝
に
仲
昭
の
た
め
に
半
塘
で
竹
の
椅
子
を
買
う
。

昼
過
ぎ
に
文
文
老
の
息
子
に
会
い
に
行
き
、
あ
わ
せ
て
閶
門
（
蘇
州
城
の
門
）

で
買
い
物
を
す
る
。

晩
に
葑
門
（
こ
れ
も
蘇
州
城
の
門
）
に
族
兄
の
徐
含
暉
に
会
い
に
行
く
。
顔
を

合
わ
せ
る
や
い
な
や
、
彼
は
泣
き
出
し
、
涙
が
顔
中
を
お
お
っ
た
。
私
は
思

わ
ず
憐
憫
の
情
に
駆
ら
れ
た
。
思
う
に
、
含
暉
は
こ
の
蘇
州
の
地
に
隠
棲
す

る
こ
と
十
五
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、
私
と
仲
昭
と
で
し
ば
し
ば
訪
ね
た

も
の
で
あ
っ
た
。
故
郷
を
離
れ
て
さ
す
ら
い
、
更
に
家
は
破
産
し
子
ど
も
も

死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
詩
文
を
楽
し
ん
で
悲
し
み
を
慰

め
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
至
っ
て
以
前
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

孫
が
彼
か
ら
無
心
を
す
る
こ
と
や
ま
ず
、
加
え
て
逆
ら
い
悖
る
と
い
う
不
孝

者
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
た
私
の
小
舟
ま
で
一
緒
に
戻
り
、
少

し
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
彼
は
私
の
た
め
に
諸
楚
璵
へ
の
手
紙
を
書
い
て
く
れ

た
。〔
諸
は
横
州
（
広
西
壮
族
自
治
区
南
寧
地
級
市
横
県
）
の
長
官
で
あ
っ
た
。〕
夜
半

に
な
っ
て
含
暉
と
分
か
れ
る
。

二
十
三
日

再
び
閶
門
に
行
き
、
染
色
を
依
頼
し
て
い
た
紬
と
表
装
を
依

頼
し
て
い
た
書
帖
を
受
け
取
る
。

午
前
中
に
船
を
出
発
さ
せ
る
。

東
に
七
十
里
進
み
、
晩
に
崑
山
県
（
崑
山
市
）
に
至
る
。

ま
た
十
里
あ
ま
り
で
、
内
村
に
出
、
青
洋
江
を
南
へ
下
る
。（
呉
淞
江
へ
の
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入
り
口
に
着
き
）
江
を
横
切
っ
て
渡
り
、
東
岸
の
小
さ
な
橋
の
傍
に
泊
ま
る
。

二
十
四
日

夜
明
け
前
に
出
発
す
る
。

二
十
里
進
み
、
綠
葭
浜
（
崑
山
市
陸
家
鎮
）
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
、
や
っ
と

夜
が
明
け
る
。

正
午
ご
ろ
、
松
江
府
青
浦
県
城
（
上
海
市
青
浦
区
青
浦
鎮
）
を
過
ぎ
る
。

午
後
に
婁
県
の
佘
山
（
上
海
市
松
江
区
内
）
の
北
に
到
着
す
る
。
そ
こ
か
ら

静
聞
と
と
も
に
上
陸
し
、
山
中
の
塔
凹
の
道
を
選
ん
で
南
へ
進
む
。
最
初
に

ひ
と
つ
の
荒
れ
果
て
た
園
庭
の
側
を
通
り
過
ぎ
る
。
こ
こ
は
八
年
前
の
中
秋

節
に
歌
舞
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
施
子
野
の
別
荘
」
で
あ
る
。

こ
の
年
、
子
野
は
美
し
い
園
庭
に
歌
手
を
召
し
出
し
た
。
陳
眉
公
は
私
と
一

緒
に
こ
こ
を
訪
ね
、
妖
艶
な
宴
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
三
年
た

た
な
い
う
ち
に
、
私
は
長
卿
と
一
緒
に
こ
こ
を
訪
ね
、
再
び
そ
の
景
勝
を
尋

ね
よ
う
と
し
た
が
、
施
設
設
備
は
残
っ
て
い
た
が
、
住
む
人
は
風
雅
を
解
す

る
人
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

も
は
や
持
ち
主
が
替
わ
っ
た
か
の
感
が
あ
っ
た
。〔
実
際
兵
部
侍
郎
の
王
念
生
と
い

う
者
の
手
に
渡
っ
て
い
た
。〕
そ
し
て
今
は
壊
れ
た
台
と
崩
れ
た
垣
が
残
る
ば
か

り
。
三
度
訪
れ
て
、
三
度
そ
の
姿
を
変
え
て
い
る
。
滄
桑
の
変
と
い
う
が
、

全
く
そ
の
通
り
だ
。
塔
凹
を
越
え
る
と
、
寺
が
あ
る
が
、
門
が
も
は
や
無
く

な
っ
て
い
る
。
た
だ
大
き
な
鐘
が
、
木
々
の
間
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
ば
か
り

で
あ
る
。
そ
し
て
山
の
南
側
に
あ
っ
た
徐
氏
の
別
荘
も
、
持
ち
主
が
替
わ
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
（
心
配
に
な
っ
て
）
急
い
で
眉
公
の
頑
仙
廬
へ
と
足
を
急

が
せ
る
。
眉
公
は
客
が
来
る
の
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
と
、
先
ず
は
走
っ
て
家

の
中
に
逃
げ
、
避
け
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
に
問
う
て
、
客
が
私
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
再
び
家
か
ら
出
て
き
て
、
私
の
手
を
引
い
て
林
に

入
る
。
と
も
に
酒
を
飲
み
、
深
夜
に
至
っ
た
。
私
は
暇
を
告
げ
よ
う
と
し
た

が
、
眉
公
は
私
の
た
め
に
雲
南
の
雞
足
山
の
二
人
の
僧
侶
〔
名
は
弘
弁
と
安
仁
。〕

に
手
紙
を
書
い
て
く
れ
る
こ
と
と
な
り
、
も
う
少
し
留
ま
る
よ
う
、
強
く
求

め
た
。
そ
こ
で
舟
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

﹇
注
﹈
陳
眉
公
…
陳
継
儒
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
九
）。
博
覧
強
記
、
詩
書
画
に
も
す
ぐ
れ

た
が
、
世
人
と
の
交
わ
り
を
極
力
避
け
、
し
ば
し
ば
詔
勅
も
て
召
さ
れ
る
も
、
病
と
称
し

て
辞
退
し
た
。
徐
霞
客
と
は
親
交
が
深
く
、
彼
に
「
霞
客
」
の
名
を
つ
け
た
の
も
眉
公
で

あ
っ
た
。

二
十
五
日

早
朝
、
眉
公
は
も
う
、
私
の
た
め
に
二
人
の
僧
侶
へ
の
手
紙

を
書
い
て
く
れ
て
い
た
。
更
に
礼
物
を
私
に
調
え
て
く
れ
た
。
ま
た
引
き
留

め
て
朝
ご
飯
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
王
忠
紉
の
母
親
の
長
寿
を
祝

う
詩
を
二
枚
の
紙
に
書
い
て
く
れ
、
加
え
て
紅
香
米
を
使
っ
て
お
経
と
仏
画

を
描
い
て
私
に
贈
っ
て
く
れ
た
。

午
前
に
、
や
っ
と
出
発
す
る
。
思
う
に
、
こ
れ
ま
で
は
東
へ
と
迂
回
す
る

道
の
り
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
が
西
へ
向
か
う
旅
の
始
ま
り
で
あ
る
。

三
里
で
、
仁
山
（
松
江
区
辰
山
）
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
北
に
三
里
で
天
馬
山
（
松
江
区
内
）
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
に
三
里
で
横
山
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
に
二
里
で
小
崑
山
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
に
三
里
で
泖
湖
（
泖
河
）
に
入
り
、
河
を
西
に
横
切
り
、
泖
寺
の

そ
ば
を
掠
め
て
進
む
。
寺
は
川
の
中
州
に
立
ち
、
重
な
り
あ
っ
て
高
く
聳
え

る
台
閣
を
誇
り
、
ま
さ
し
く
五
層
の
仏
塔
で
あ
り
、
層
を
な
す
波
の
光
と
映

え
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
水
郷
の
景
勝
地
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

西
に
慶
安
橋
を
く
ぐ
る
。
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十
里
で
蘇
州
府
長
州
県
の
章
練
塘
（
青
浦
区
練
塘
鎮
）
で
あ
る
。〔
こ
こ
は
長
洲

県
の
南
の
境
で
、
こ
こ
も
ま
た
一
万
戸
の
大
商
業
都
市
で
あ
る
。〕

さ
ら
に
西
に
十
里
で
蔣
家
灣
（
嘉
興
地
級
市
嘉
善
県
盛
家
湾
か
）
で
あ
る
。
こ

こ
は
既
に
嘉
興
府
嘉
善
県
で
あ
る
。

夜
を
押
し
て
行
こ
う
と
し
た
が
、
群
集
す
る
舟
を
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
速
や
か
に
丁
家
宅
（
嘉
善
県
丁
柵
か
）
で
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。〔
こ
こ

は
嘉
善
県
の
北
に
三
十
五
里
の
地
に
あ
っ
て
、
と
り
も
な
お
さ
ず
尚
書
の
改
亭
公
の
故
郷

で
あ
る
。〕

二
十
六
日

二
つ
の
沼
沢
を
過
ぎ
、
十
五
里
で
西
塘
（
嘉
善
県
内
）
で
あ
る
。

こ
こ
も
亦
た
大
き
な
鎮
で
あ
る
。
こ
こ
で
夜
が
明
け
た
。

西
に
十
里
で
下
圩
蕩
（
夏
墓
蕩
か
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
南
に
二
つ
の
沼
沢
を
過
ぎ
る
。

西
に
五
里
で
唐
母
村
（
陶
墓
か
）
で
あ
る
、
こ
こ
で
初
め
て
桑
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
西
南
に
十
三
里
で
、
秀
水
県
の
王
江
涇
（
秀
州
区
内
）
で
あ
る
、
こ

こ
の
市
は
た
い
そ
う
盛
ん
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
真
っ
直
ぐ
西
に
二
十
里
ほ
ど
進
み
、（
一
旦
蘇
州
府
呉
江
県
に
入

っ
て
）
瀾
溪
に
出
る
。

（
瀾
溪
を
）
西
南
に
十
里
進
む
と
秀
水
県
の
前
馬
頭
（
銭
碼
頭
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
で
師
姑
橋
（
思
古
橋
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
八
里
行
く
が
、
ま
だ
太
陽
は
沈
ん
で
は
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
か

ら
烏
鎮
ま
で
は
ま
だ
二
十
里
は
あ
る
。
盗
賊
に
遇
う
の
を
警
戒
し
、
十
八
里

橋
の
北
の
呉
店
村
浜
（
胡
店
村
か
）
に
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。〔
こ
こ
は
呉
江
県
に

属
す
。〕

二
十
七
日

夜
明
け
に
出
発
す
る
。

二
十
里
で
桐
郷
県
の
烏
鎮
（
嘉
興
地
級
市
桐
郷
県
内
）
に
至
る
。
舟
を
降
り
、

町
に
入
っ
て
程
尚
甫
を
訪
ね
る
。（
と
こ
ろ
が
）
彼
は
ち
ょ
う
ど
虎
埠
に
遊
覧

に
出
か
け
て
い
て
留
守
で
あ
り
、
二
人
の
息
子
が
出
て
き
て
挨
拶
し
て
く
れ

る
。
持
参
し
た
金
銭
を
渡
し
、
こ
の
数
年
間
に
借
り
て
い
た
書
籍
代
を
返
し

た
。
か
く
し
て
出
発
し
た
。

西
南
に
十
八
里
で
、
湖
州
府
帰
安
県
の
連
市
（
湖
州
地
級
市
南
潯
区
練
市
鎮
）

で
あ
る
。

さ
ら
に
十
八
里
で
、
寒
山
橋
（
含
山
か
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
八
里
で
、
徳
清
県
の
新
市
（
徳
清
県
新
市
鎮
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
五
里
で
、
曹
村
（
徳
清
県
内
）
で
あ
る
。
ま
だ
晩
に
は
間
が
あ
っ

た
が
、
泊
ま
る
こ
と
と
し
た
。

二
十
八
日

南
に
二
十
五
里
行
く
と
、
杭
州
府
仁
和
県
の
唐
棲
（
杭
州
地
級

市
余
杭
区
塘
棲
）
に
至
る
。
風
向
き
が
舟
行
に
便
で
あ
っ
た
。

五
十
里
で
、
北
新
関
に
入
る
。

さ
ら
に
七
里
で
銭
塘
県
の
椶
木
場
（
松
木
場
）
に
至
る
。
わ
ず
か
に
昼
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
召
使
い
を
遣
っ
て
杭
州
城
に
入
城
さ
せ
、
曹
木

上
君
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
黄
石
翁
（
道
周
）
の
行
跡
を
尋
ね
さ
せ
た
。
し
か
し

彼
は
ま
だ
南
か
ら
来
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
木
上
自
身
も
、
南
京
に
国
子
監

と
し
て
出
て
お
り
、
石
翁
の
行
跡
を
問
う
す
べ
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
船
中

で
手
紙
を
書
い
て
、
曹
木
上
の
家
に
投
じ
、
返
事
は
舟
に
返
し
て
も
ら
う
手

立
て
を
取
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
後
、
私
の
行
く
先
は
遙
か
遠
く
と
な
り
、
手

紙
を
届
け
て
も
ら
う
の
も
難
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

晩
に
昭
慶
寺
を
訪
問
し
、
舟
に
戻
っ
て
泊
ま
っ
た
。
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﹇
語
注
﹈
昭
慶
寺
…
杭
州
西
湖
北
岸
に
あ
り
、
五
代
呉
越
時
代
創
建
と
伝
え
る
古
刹
。
今

は
廃
寺
と
な
り
少
年
宮
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
九
日

仲
昭
兄
と
陳
木
叔
に
手
紙
を
書
い
た
。
静
聞
君
は
浄
慈
寺
と

呉
山
に
遊
び
に
行
っ
た
。
こ
の
日
も
、
舟
に
泊
ま
っ
た
。

﹇
注
﹈
陳
木
叔
…
陳
函
輝
（
一
五
九
○
〜
一
六
四
六
）。
徐
霞
客
と
は
懇
意
で
、
彼
の
死
後

「
徐
霞
客
墓
誌
銘
」
を
撰
し
て
い
る
。

浄
慈
寺
…
西
湖
南
岸
の
南
屏
山
北
麓
に
あ
り
、

五
代
後
周
創
建
と
伝
え
る
古
刹
。

三
十
日

早
朝
に
城
内
に
入
り
、
手
紙
を
自
宅
へ
届
け
て
く
れ
る
人
を
傭

い
、
寄
託
し
た
。

お
昼
に
、
一
旦
船
に
戻
り
、
荷
物
の
う
ち
重
た
く
か
さ
ば
る
も
の
（
佘
山
で

陳
眉
公
か
ら
贈
ら
れ
た
仏
画
な
ど
で
あ
ろ
う
か
）
を
選
り
分
け
、
自
宅
へ
送
る
手
配

を
す
る
。
私
は
と
い
え
ば
、
静
聞
君
と
と
も
に
西
湖
を
渡
り
、
湧
金
門
（
西
湖

か
ら
城
内
へ
入
る
門
の
ひ
と
つ
）
か
ら
城
内
に
入
っ
て
銅
の
炊
飯
倶
（
鍋
）
や
飲

料
水
を
入
れ
る
竹
筒
な
ど
の
旅
の
諸
道
具
を
購
入
し
た
。

晩
に
な
り
、
朝
天
門
（
城
内
の
門
の
ひ
と
つ
）
か
ら
昭
慶
寺
ま
で
歩
い
て
戻
り
、

そ
こ
で
入
浴
し
て
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
日
は
ま
た
湛
融
師
か
ら
十
両
の
銀
を
借
り
、
旅
費
の
足
し
と
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

十
月
一
日

天
気
が
最
高
に
明
朗
で
爽
快
で
あ
る
が
、
西
北
の
風
が
と
て

も
厳
し
い
。

私
は
静
聞
君
と
一
緒
に
宝
石
山
の
頂
に
登
っ
た
。
山
頂
に
巨
石
が
積
み
重

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
、
こ
れ
が
落
星
石
で
あ
る
。
峯
の
西
側
の
岩
山
が

最
も
険
し
く
聳
え
て
い
る
。
南
に
は
西
湖
の
湖
面
の
光
を
望
み
、
北
に
は
臯

亭
や
徳
清
県
の
諸
山
を
眺
め
、
東
に
は
杭
州
城
内
か
ら
立
ち
上
る
た
く
さ
ん

の
人
家
の
烟
を
見
る
。
す
べ
て
が
は
っ
き
り
と
明
ら
か
に
見
え
る
。

山
を
五
里
ほ
ど
下
り
、
岳
飛
の
墓
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
（
西
に
）
十
里
で
飛
来
峯
に
到
る
。
市
街
で
昼
食
を
取
り
、
そ
の

後
峯
下
の
洞
窟
群
を
巡
る
。

お
お
よ
そ
飛
来
峯
は
楓
木
嶺
か
ら
東
に
延
び
て
き
て
、
霊
隠
寺
の
前
で
屏

風
の
よ
う
に
並
び
立
ち
、
こ
の
場
所
で
山
峯
が
終
わ
っ
て
石
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
石
に
は
皆
穴
が
空
い
て
お
り
、
表
玉
の
よ
う
に
照
り

輝
い
て
い
る
。
三
つ
の
洞
窟
が
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
洞
は
と
も
に
混
じ

り
合
っ
て
区
別
が
付
か
な
く
な
っ
て
お
り
、
奥
深
さ
を
表
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
。
か
つ
て
は
楊
和
尚
の
彫
刻
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
い
ま
や
乞
食
ど
も

の
喧
噪
に
汚
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
だ
け
は
、
乞
食
ど
も

が
静
か
に
し
て
い
た
。
山
間
に
見
え
る
石
は
さ
わ
や
か
で
、
猥
雑
な
喧
噪
も

全
く
聞
こ
え
な
い
。
あ
た
か
も
青
山
が
そ
の
内
部
を
き
れ
い
に
洗
い
、
蒼
天

が
そ
の
外
側
を
洗
い
流
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
私
は
洞
の
下
を
経
め
ぐ
っ
て

は
、
山
の
頂
に
登
っ
た
。
洞
頂
の
霊
妙
な
姿
の
石
は
天
に
向
か
っ
て
集
ま
る

よ
う
に
屹
立
し
、
奇
怪
な
格
好
の
樹
木
は
風
に
吹
か
れ
て
そ
の
姿
を
動
か
し

て
い
る
。
洞
頂
に
座
っ
て
辺
り
を
眺
め
れ
ば
、
か
の
西
王
母
の
住
ま
い
だ
と

い
う
群
玉
山
に
も
劣
ら
な
い
趣
で
あ
っ
た
。〔
飛
来
峯
は
か
つ
て
は
霊
隠
寺
に
所
属

し
て
い
た
が
、
今
は
張
某
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。〕

山
を
下
っ
て
谷
川
を
渡
る
と
霊
隠
寺
で
あ
る
。
一
人
の
老
僧
が
い
て
、
法

衣
を
ま
と
っ
て
台
の
上
に
黙
座
し
、
空
を
仰
い
で
太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、

長
い
間
一
度
も
瞬
か
な
い
で
い
る
。

次
い
で
方
輪
殿
に
入
る
。
殿
の
東
に
新
し
く
羅
漢
殿
を
建
築
し
て
い
る
が
、
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五
百
羅
漢
の
う
ち
半
分
し
か
で
き
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
残
り
は
西
側
に
設

け
る
羅
漢
殿
に
作
る
の
で
あ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
美
し
い
ご
婦
人
た
ち
の
集
団
が
二
三
、
相
次
い
で

こ
の
寺
を
訪
問
し
て
い
た
。
た
だ
よ
っ
て
く
る
女
性
の
香
が
ま
こ
と
に
艶
麗

で
あ
っ
た
。
こ
の
ご
婦
人
が
た
の
来
訪
と
、
先
に
み
た
老
僧
が
太
陽
の
光
を

浴
び
な
が
ら
黙
座
し
続
け
て
い
る
姿
と
は
、
ど
ち
ら
も
滅
多
に
出
会
え
な
い

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
こ
の
寺
で
ぐ
ず
ぐ
ず
と
過
ご
す
。

午
後
に
、
包
園
か
ら
西
に
行
っ
て
楓
樹
嶺
を
登
る
。
そ
こ
を
下
っ
て
上
天

竺
寺
に
到
り
、
さ
ら
に
中
・
下
の
二
つ
の
天
竺
寺
に
出
る
。
再
び
下
天
竺
寺

の
後
ろ
に
順
い
、
西
に
後
山
に
沿
っ
て
進
み
、「
三
生
石
」
の
と
こ
ろ
へ
到
る
。

こ
の
石
は
、
た
だ
姿
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
表
面
が
清
く

潤
っ
て
い
て
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
場
所
は
、
霊
隠
寺
の
向
か
い
の
屏
風
の
様

な
山
峯
の
南
麓
で
、
そ
の
嶺
は
こ
こ
か
ら
東
に
延
び
て
飛
来
峯
で
終
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
優
れ
た
景
勝
を
独
占
す
る
も
の
で
あ
る
。

下
天
竺
寺
か
ら
五
里
で
毛
家
歩
（
茅
家
埠
）
に
出
、
そ
こ
か
ら
湖
を
渡
る
。

太
陽
は
既
に
西
の
山
に
落
ち
、
昭
慶
寺
に
帰
り
着
い
た
と
き
は
す
っ
か
り
宵

闇
に
包
ま
れ
て
い
た
。

﹇
注
﹈
霊
隠
寺
…
中
国
禅
宗
十
刹
の
ひ
と
つ
。
東
晋
時
代
、
イ
ン
ド
僧
慧
理
が
飛
来
峯
を

天
竺
の
霊
鷲
山
に
な
ぞ
ら
え
、
庵
を
築
い
て
霊
隠
寺
と
名
付
け
た
と
い
う
。
周
囲
に
は
、

五
代
か
ら
宋
・
元
代
に
作
ら
れ
た
仏
教
関
連
の
塑
像
が
三
百
点
あ
ま
り
も
残
さ
れ
て
い
る
。

楊
和
尚
…
原
文
「
楊
髡
」。
元
代
の
ソ
グ
ド
人
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
僧
侶
、
楊
璉
真
加
を
指

す
蔑
称
。
彼
は
僧
皇
帝
の
墓
を
暴
く
な
ど
の
悪
行
を
重
ね
た
と
し
て
、
明
清
時
代
に
至
っ

て
も
江
南
の
士
人
か
ら
憎
悪
さ
れ
て
い
た
が
、
飛
来
峯
に
自
ら
を
模
し
た
仏
像
を
作
ら
せ

て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。

上
天
竺
寺
…
五
代
後
晋
創
建
と
伝
え
る
古
刹
。
法
喜
寺
と
も

い
う
。

中
天
竺
寺
…
隋
代
創
建
と
伝
え
る
古
刹
。
法
浄
寺
と
も
い
う
。

下
天
竺
寺
…

東
晋
創
建
、
隋
代
重
建
と
伝
え
る
古
刹
。
法
鏡
寺
と
も
い
う
。

二
日

午
前
に
椶
木
場
を
出
発
し
、（
北
に
）
五
里
で
観
音
関
（
杭
州
市
拱
墅

区
内
）。
に
出
る
。

（
こ
こ
か
ら
）
西
に
十
里
進
む
と
女
児
橋
（
西
湖
区
内
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
進
む
と
老
人
鋪
（
同
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
五
里
で
余
杭
県
の
倉
前
（
余
杭
区
内
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
進
み
、
余
杭
渓
の
南
に
泊
す
る
こ
と
と
す
る
。
何
樸
庵
の
家

を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
一
日
違
い
で
、
杭
州
城
に
出
か
け
た
と
こ
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

三
日

余
杭
県
城
（
余
杭
区
内
）
の
南
門
橋
で
、
担
夫
を
傭
う
。
西
門
か
ら

城
外
へ
出
て
、
苕
溪
の
北
岸
沿
い
に
（
西
へ
）
進
む
。

十
五
里
で
丁
橋
鋪
（
丁
公
村
か
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
進
み
、
馬
橋
を
渡
る
と
、
余
杭
県
と
臨
安
県
と
の
境
界
で
あ

る
。〔
そ
の
北
は
、
徑
山
に
達
す
る
。〕

さ
ら
に
二
里
で
、
臨
安
県
の
青
山
（
青
山
鎮
）
で
あ
る
。
市
街
は
と
て
も
賑

や
か
で
あ
る
。
渓
流
と
山
と
が
次
第
に
近
づ
き
、
ま
た
二
つ
の
尖
っ
た
峯
が

向
か
い
合
っ
て
聳
え
て
い
る
。〔
ひ
と
つ
は
紫
薇
峯
で
、も
う
ひ
と
つ
は
大
山
で
あ
る
。〕

さ
ら
に
十
五
里
で
、
再
び
山
が
開
け
、
十
錦
亭
に
到
る
。
亭
の
北
か
ら
来

て
西
に
行
く
一
路
は
、
於
潛
県
か
ら
徽
州
へ
行
く
道
で
あ
る
。
亭
の
南
を
通

っ
て
西
に
行
く
一
路
は
、
つ
ま
り
臨
安
県
城
へ
の
道
で
あ
る
。

亭
の
西
か
ら
南
へ
ま
た
一
里
で
、
ひ
と
つ
の
石
橋
が
渓
流
の
上
に
跨
っ
て

い
た
。
長
橋
と
い
う
。

橋
を
渡
り
、
南
に
ま
た
一
里
で
、
臨
安
県
城
（
臨
安
市
）
の
東
関
に
入
る
。
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そ
の
ま
ま
西
関
を
出
る
と
、〔
臨
安
県
は
城
壁
が
と
て
も
低
く
、
県
署
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ

で
あ
る
。〕
そ
の
外
は
呂
家
巷
で
あ
る
。
そ
の
市
街
は
臨
安
県
城
よ
り
も
却
っ

て
盛
ん
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
里
で
皇
潭
（
横
潭
）
で
あ
る
。
そ
の
市
街
地
は
呂
家
巷
と
同
じ
く

ら
い
で
あ
る
。
そ
の
西
で
道
が
南
北
に
分
か
れ
る
。
北
へ
の
道
は
こ
れ
も
ま

た
於
潛
県
へ
の
道
で
、
南
の
道
が
新
城
県
へ
到
る
道
で
あ
る
。

（
そ
の
ど
ち
ら
も
選
択
せ
ず
）
ほ
ど
な
く
再
び
山
な
り
に
西
南
に
向
か
っ
て

進
む
。

さ
ら
に
八
里
で
高
坎
（
臨
安
市
内
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
や
っ
と
筏
を
浮
か

べ
て
通
れ
る
水
流
が
あ
る
。

さ
ら
に
三
里
で
南
に
曲
が
っ
て
裊
柳
塢
（
孫
家
頭
か
）
に
入
り
、
再
び
山
間

に
入
る
。

五
里
で
下
圩
橋
（
夏
家
橋
か
）
で
あ
る
。
橋
の
南
か
ら
渓
流
を
遡
っ
て
西
へ

上
が
る
。

二
里
で
全
張
村
（
前
張
村
か
）
で
あ
る
。
村
中
の
人
の
姓
が
張
の
家
族
で
あ

る
。
分
水
県
に
向
か
う
者
は
、
新
嶺
を
脇
道
と
し
、
全
張
の
道
を
回
り
道
と

す
る
。
私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
、
新
嶺
の
道
は
狭
く
、
泊
ま
る
所
も
な
い
と
。

そ
こ
で
結
局
全
張
の
白
玉
庵
に
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。
庵
主
の
意
と
い
う
僧

侶
は
余
杭
県
の
人
で
あ
っ
た
。
私
が
旅
遊
を
好
ん
で
い
る
と
聞
き
、
深
夜
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
灯
火
を
と
も
し
、
お
茶
を
沸
か
し
て
く
れ
、
私
に
彼

が
日
本
に
旅
遊
し
た
と
き
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
と
て
も

詳
細
で
あ
っ
た
。

四
日

夜
明
け
に
食
事
を
作
り
、
黎
明
に
西
に
出
発
す
る
。

二
里
で
橋
を
過
ぎ
る
。

そ
こ
を
南
に
折
れ
、
さ
ら
に
ま
た
六
里
で
乾
塢
嶺
（
甘
塢
里
、
臨
安
市
の
内
）

を
上
っ
て
い
く
。
こ
の
山
路
は
甚
だ
平
坦
で
あ
る
。
思
う
に
、
於
潛
県
の
山

々
は
西
か
ら
や
っ
て
く
る
山
脈
で
あ
る
。
東
西
に
は
高
峻
な
山
嶺
が
あ
る
が
、

た
だ
こ
の
あ
た
り
は
峡
谷
と
な
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
山
の
背
を
越
え
る

あ
た
り
も
一
丈
ば
か
り
の
巾
し
か
な
い
が
、
南
北
両
面
に
は
棚
田
が
重
な
り

あ
っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
水
田
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
北
へ
の
流
れ

は
下
圩
橋
に
到
り
、
青
山
鎮
か
ら
苕
渓
に
注
ぐ
。
南
へ
の
流
れ
は
沙
宕
に
到

り
、
新
城
県
か
ら
銭
塘
江
に
注
ぐ
。
こ
ん
な
低
い
丘
が
分
水
嶺
と
な
っ
て
い

る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
山
脈
は
更
に
東
に
進
み
、
つ
い
に
は

天
に
向
か
っ
て
突
き
立
つ
よ
う
な
、
五
尖
山
と
な
る
。〔
五
尖
山
に
東
北
が
、

新
嶺
で
あ
る
。〕

五
尖
山
の
西
麓
沿
い
に
進
み
、
さ
ら
に
五
里
で
唐
家
橋
（
塘
家
橋
、
こ
こ
か

ら
新
城
県
﹇
今
の
新
登
県
﹈）
を
過
ぎ
る
と
、
新
城
県
の
北
の
境
域
で
あ
る
。
白

い
石
の
崖
が
南
に
壁
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
川
の
流
れ

に
沿
っ
て
西
南
に
進
む
。

五
里
で
華
龍
橋
で
あ
る
。
西
の
塢
か
ら
流
れ
て
き
て
こ
こ
で
合
流
す
る
川

が
あ
る
。

橋
を
渡
り
、
南
へ
小
さ
な
峠
を
一
つ
越
え
る
。

二
里
で
沙
宕
に
到
る
。
前
に
石
橋
が
ひ
と
つ
あ
り
、
川
を
跨
い
で
い
る
。

趙
安
橋
と
い
う
。
こ
こ
を
渡
れ
ば
、
新
城
へ
向
か
う
道
で
あ
る
。

（
し
か
し
渡
ら
ず
）
橋
の
北
を
西
に
、
小
川
を
遡
っ
て
進
む
。
三
九
山
の
北

麓
に
沿
っ
て
進
み
、
後
葉
塢
（
後
楊
塢
）
に
入
る
。「
三
九
」
と
い
う
名
は
、

山
の
東
側
を
趙
安
橋
か
ら
南
へ
下
る
と
朱
村
（
万
氏
鎮
）
に
至
り
、
北
側
を
趙

安
橋
か
ら
西
南
に
行
け
ば
白
粉
牆
（
白
粉
塘
）
に
至
り
、
南
側
を
白
粉
牆
か
ら

東
南
に
行
け
ば
朱
村
に
至
る
。
こ
の
三
面
の
道
の
り
が
、
い
ず
れ
も
九
里
だ
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か
ら
の
命
名
で
あ
る
。

後
葉
塢
よ
り
九
里
で
白
粉
牆
に
至
る
。
こ
の
あ
た
り
は
三
九
山
か
ら
北
へ

延
び
た
山
嶺
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
山
嶺
も
と
て
も
平
坦
で
あ
る
。
東
の
流
れ

は
後
葉
塢
か
ら
趙
安
橋
に
出
、
西
の
流
れ
は
李
王
橋
か
ら
朱
村
に
流
れ
、
そ

こ
で
合
流
す
る
。
こ
れ
も
「
三
九
」
と
い
う
山
名
の
由
来
で
あ
り
、
水
流
が

山
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
廻
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

白
粉
牆
の
西
に
二
里
で
羅
村
橋
（
羅
宅
村
）
が
あ
る
。
北
か
ら
流
れ
て
く
る

川
が
あ
る
。
枝
分
か
れ
し
て
北
へ
向
か
う
道
も
あ
る
、
こ
れ
も
新
城
県
へ
至

る
道
で
あ
る
。

川
沿
い
に
南
に
一
里
程
行
く
と
、
鉢
盂
橋
で
あ
る
。
西
の
龍
門
龕
（
龍
門
橋
）

か
ら
流
れ
て
く
る
川
が
あ
る
。﹇
龕
に
は
四
仙
傳
道
嶺
が
あ
り
、
鉢
盂
橋
の
西

に
四
里
の
所
に
在
る
。
そ
こ
が
於
潛
県
と
の
境
で
あ
る
。﹈

橋
の
北
か
ら
東
に
転
じ
、
一
里
ほ
ど
で
南
に
折
れ
る
。
こ
こ
は
東
が
三
九

山
、
西
が
洞
山
で
、
円
形
の
山
塢
を
形
成
し
て
お
り
、
東
西
に
は
ご
つ
ご
つ

し
た
岩
山
が
見
え
る
。
そ
の
石
の
黒
さ
は
漆
を
塗
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
間
に

赤
い
楓
や
黄
色
い
銀
杏
、
さ
ら
に
緑
な
す
竹
や
松
が
ま
じ
り
、
彩
絹
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
中
で
岩
壁
か
ら
浸
み
だ
し
た
滝
が
、
雪
の
よ
う
に
白
く
な
り
、

石
を
洗
っ
て
落
ち
て
い
る
。
現
在
は
水
流
が
乏
し
く
滞
留
す
る
ほ
ど
の
も
の

は
な
い
が
、
黒
い
崖
や
白
い
渓
谷
が
、
あ
ち
こ
ち
に
練
り
絹
を
懸
け
た
よ
う

に
見
え
る
。
私
は
す
ば
ら
し
い
景
勝
で
あ
る
と
感
心
し
た
。

二
里
で
李
王
橋
を
渡
る
。
つ
い
に
洞
山
の
東
麓
に
達
し
た
。
急
い
で
荷
物

を
呉
氏
の
先
祖
を
祭
る
祠
に
預
け
る
。
召
使
い
に
食
事
の
で
き
る
店
を
探
さ

せ
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。
す
る
と
二
人
の
呉
姓
の
人
達
が
来
て
、
ひ
と
り
は

食
事
の
し
た
く
を
し
て
く
れ
、
も
う
ひ
と
り
は
灯
火
を
用
意
し
て
洞
窟
に
案

内
し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
。
私
は
魚
公
が
書
い
た
扇
を
お
返
し
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
。﹇
洞
山
は
、
龍
門
龕
の
南
か
ら
う
ね
う
ね
と
東
に
伸
び
た
も
の
。
そ

の
石
質
は
角
が
尖
り
、
重
な
り
あ
う
紋
が
あ
る
。
東
南
の
山
の
半
ば
に
ふ
た

つ
の
洞
が
口
を
開
け
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
李
王
橋
の
下
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。﹈
私
は
そ
の
ま
ま
静
聞
君
と
一
緒
に
西
に
向
か
っ
て
山
を
登
っ
た
。

小
さ
な
渓
流
に
沿
っ
て
登
る
。
そ
の
石
は
峡
谷
に
蹲
っ
た
り
、
崖
か
ら
飛

び
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
そ
こ
に
清
流
が
注
ぎ
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
立

て
て
い
る
。
渓
流
の
両
岸
に
踊
り
出
で
て
い
る
石
片
は
ま
る
で
田
畑
の
畦
の

よ
う
で
、
斜
め
に
立
っ
て
い
る
も
の
は
畦
の
よ
う
で
、
突
起
し
て
い
る
も
の

は
平
ら
な
台
の
よ
う
で
あ
る
。
竹
が
石
の
中
か
ら
生
え
て
い
て
、
枝
は
石
の

上
に
聳
え
て
い
る
の
に
、
根
の
部
分
は
見
え
な
い
。
そ
の
幹
は
岩
の
頂
を
覆

は
ん
ば
か
り
で
、
隙
間
も
見
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

（
し
ば
ら
く
見
物
し
た
後
）
再
び
登
攀
を
開
始
す
る
と
、
忽
然
と
し
て
大
き

な
岩
が
渓
流
を
塞
ぐ
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
ま
っ
す
ぐ
す
っ
き
り
と
独
立
し

て
い
て
、
表
面
に
あ
る
微
細
な
石
紋
は
風
に
吹
か
れ
て
波
打
つ
縮
緬
の
よ
う

で
あ
る
。
霊
妙
奇
異
の
極
み
で
あ
る
。

（
し
ば
ら
く
鑑
賞
し
た
後
）
再
び
登
れ
ば
、
丈
の
長
い
竹
藪
の
中
に
、
新
築

の
睢
陽
廟
が
あ
っ
た
。
雪
峯
を
ま
つ
る
石
室
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。〔
そ
こ
は
ま
た

霊
隠
庵
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。〕
庵
の
後
ろ
は
切
り
立
っ
た
岩
壁
が
空
に
向
か
い
、

屏
風
の
よ
う
に
重
な
り
あ
っ
て
青
々
と
聳
え
て
い
る
。

そ
の
屏
風
の
南
が
明
洞
で
あ
る
。
楼
閣
の
軒
が
そ
こ
で
開
い
て
い
る
か
の

よ
う
で
、
外
に
は
五
本
の
脊
柱
が
突
き
立
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
四
明
山
の
「
分

窗
」
の
よ
う
で
あ
る
。﹇
た
だ
し
、
四
明
山
の
も
の
は
石
の
色
が
や
や
劣
っ
て

お
り
、
こ
こ
の
石
柱
が
巻
く
よ
う
に
ま
が
っ
て
い
る
の
に
は
及
ば
な
い
。﹈
そ

の
中
の
一
本
は
、
上
に
伸
び
て
い
る
が
軒
の
庇
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
庇
か
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ら
も
石
が
垂
れ
て
い
る
が
下
の
柱
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
上
下
に
あ
い
対

し
て
い
て
、
そ
の
隙
間
は
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
し
か
な
い
。
石
柱
の

そ
ば
に
一
本
の
樹
木
が
有
り
、
す
っ
く
と
高
く
生
え
て
い
る
。
上
の
洞
窟
の

庇
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ぐ
に
外
に
曲
が
っ
て
い
る
。
そ
の
木
の
緑
は

巌
を
覆
い
、
黒
い
岩
肌
と
映
え
合
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
南
に
、
幽
洞
が
あ
る
。
こ
の
二
洞
は
並
ん
で
口
を
開
け
て
お
り
、
そ

の
中
間
の
岩
肌
は
、
桃
の
花
の
よ
う
な
淡
い
紅
色
を
し
て
い
る
。
洞
口
は
高

い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
入
り
口
は
閘
門
が
空
に
向
か
っ
て
傾
い
て
い
る
か

の
よ
う
。
洞
内
に
向
け
て
呼
声
を
発
す
る
と
、
ず
っ
と
響
い
て
い
て
な
か
な

か
消
え
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
中
は
空
洞
で
、
底
な
し
に
続
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

（
さ
ら
に
進
み
）
二
十
丈
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
た
ち
ま
ち
北
へ
南
へ
と
一

転
し
て
い
る
。

北
は
乾
い
た
洞
が
あ
る
。
石
段
を
登
る
が
、
ま
る
で
楼
閣
を
踏
み
上
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
三
十
丈
で
、
ま
た
南
に
転
じ
、
一
軒
の
小
さ
な
楼
閣
が
あ

っ
た
。
奥
深
い
静
け
さ
を
感
じ
る
。

南
は
水
を
湛
え
た
洞
が
あ
る
。
水
は
ひ
と
め
ぐ
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
仙
人

の
水
田
を
な
し
、
畦
が
何
層
に
も
整
っ
て
い
る
。
水
が
水
田
に
満
ち
満
ち
て

お
り
、
外
に
漏
れ
出
る
こ
と
も
な
く
、
か
つ
干
上
が
る
こ
と
も
な
い
。
人
は

畦
を
踏
ん
で
曲
が
り
な
が
ら
洞
に
入
る
。
お
よ
そ
二
十
丈
進
む
と
、
忽
然
と

し
て
滔
々
と
し
た
水
音
が
聞
こ
え
る
。
小
さ
な
門
を
く
ぐ
っ
て
進
む
と
、
一

本
の
小
川
が
南
か
ら
流
れ
て
き
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
谷
を
突
き
破
っ
て
流
れ

落
ち
て
い
る
の
が
見
え
る
。
ぐ
る
ぐ
る
廻
っ
て
落
ち
て
い
て
、
底
が
見
え
ず
、

た
だ
水
音
を
聞
く
の
み
で
あ
る
。

渓
流
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
ま
た
峡
谷
を
ひ
と
つ
越
え
る
。
先
に
は
小
さ

な
門
を
く
ぐ
っ
て
入
っ
た
の
で
、（
さ
ら
に
進
む
た
め
に
は
）
水
の
中
を
通
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
上
衣
を
引
っ
張
り
上
げ
、
ズ
ボ
ン
は

脱
い
で
し
ま
い
、
流
れ
に
入
っ
て
遡
っ
て
い
く
。

ま
た
三
十
丈
ほ
ど
で
、
渓
流
の
中
に
鍾
乳
石
が
生
え
て
お
り
、
蓮
華
の
よ

う
に
倒
れ
か
か
り
、
そ
の
先
端
が
象
の
鼻
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
る
。
そ
こ

は
平
ら
な
砂
地
と
狭
い
門
口
と
が
次
々
と
連
続
し
、
狭
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら

広
が
っ
て
い
る
。﹇
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
荊
渓
の
白
鶴
洞
の
よ
う
だ
。
た
だ
し
、

白
鶴
洞
は
山
の
麓
に
潜
ん
で
い
る
の
で
、
水
を
得
る
の
も
容
易
だ
ろ
う
。
し

か
し
こ
の
洞
窟
は
、
山
の
頂
に
高
く
口
を
開
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
水
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
は
本
当
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。﹈

ま
た
進
む
と
、
洞
窟
は
お
し
ま
い
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
水
が
集
ま

り
湛
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
は
な
か
っ
た
。
ま
た
集
ま
っ
て
い

る
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
流
れ
落
ち
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

洞
窟
を
出
る
と
、
半
日
の
間
に
何
十
年
も
た
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

洞
山
を
下
り
、
呉
氏
の
祠
で
食
事
を
取
る
。

さ
ら
に
南
か
ら
来
て
い
る
渓
流
を
遡
り
、
二
里
で
太
平
橋
に
至
る
。
こ
の

橋
の
西
側
に
は
高
姓
の
人
が
住
み
、
東
側
に
は
呉
姓
の
人
が
住
ん
で
い
る
。

彼
ら
も
ま
た
李
王
橋
の
呉
姓
の
人
々
の
一
派
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
ま
た
先

祖
を
祭
る
祠
が
あ
り
、
と
て
も
広
々
と
し
て
い
る
。

そ
の
頃
は
、
ま
だ
太
陽
が
天
空
に
あ
っ
た
が
、
担
夫
の
家
が
近
く
で
、
帰

っ
て
休
み
た
い
と
い
う
し
、
馬
嶺
あ
た
り
に
は
宿
泊
で
き
る
と
こ
ろ
も
な
さ

そ
う
な
の
で
、
そ
の
祠
に
止
宿
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
日
は
、
進
ん
だ
距
離
は
わ
ず
か
三
十
五
里
で
あ
っ
た
が
、
遊
覧
し
た

二
つ
の
洞
窟
は
、
ど
ち
ら
も
予
定
外
の
も
の
で
（
す
ば
ら
し
い
も
の
で
）
あ
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っ
た
。
誠
に
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

晩
は
風
が
吼
え
る
よ
う
に
吹
き
荒
れ
て
雲
が
垂
れ
込
め
て
い
た
が
、
明
け

方
に
な
っ
て
風
は
や
ん
だ
。

﹇
注
﹈
睢
陽
廟
…
安
録
山
と
闘
っ
た
張
巡
を
祀
っ
た
祠
か
。

洞
山
の
洞
…
清
代
の
新
城

県
志
に
よ
れ
ば
、
霊
隠
洞
と
称
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

五
日

鶏
が
二
度
目
に
時
を
告
げ
る
頃
、
召
使
い
を
起
こ
し
食
事
を
作
ら

せ
る
。
食
事
が
で
き
る
と
、
自
宅
に
帰
っ
て
い
た
担
夫
も
や
っ
て
来
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
随
行
し
て
い
た
王
二
と
い
う
担
夫
は
逃
亡
し
て

し
ま
っ
て
い
た
。

朝
食
の
の
ち
、
あ
れ
こ
れ
手
を
尽
く
し
て
他
の
担
夫
を
捜
し
求
め
、
ず
い

ぶ
ん
時
間
を
費
や
し
て
か
ら
や
っ
と
出
発
す
る
。

南
に
二
里
で
、
馬
嶺
（
新
城
県
と
於
潜
県
の
境
）
を
上
る
。
一
里
ば
か
り
で
峠

に
達
す
る
。﹇
こ
の
嶺
以
北
は
新
城
県
に
属
す
る
。
川
の
水
も
新
城
県
へ
流
れ

る
。
馬
嶺
の
南
は
於
潜
県
で
あ
る
。
県
城
は
こ
こ
か
ら
西
北
五
十
里
の
地
に

あ
る
。
川
の
水
は
応
渚
埠
か
ら
分
水
県
に
流
れ
る
。﹈

馬
嶺
を
下
り
、
南
に
二
里
で
内
楮
村
塢
（
於
潜
県
内
）
で
あ
る
。

ま
た
一
里
で
外
楮
村
塢
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
南
は
家
々
は
楮
を
生
業
と
し

て
い
る
。

山
塢
に
沿
っ
て
西
南
に
七
里
進
み
、
兌
口
橋
を
過
ぎ
る
。
岐
路
が
南
北
に

分
か
れ
て
い
る
。﹇
北
は
於
潛
県
に
達
す
る
。
四
十
里
く
ら
い
だ
ろ
う
。﹈
南

は
応
渚
埠
に
至
る
。
十
八
里
で
あ
る
。
兌
口
橋
を
流
れ
る
水
は
、
北
の
於
潜

県
か
ら
流
れ
て
き
て
、
馬
嶺
の
水
は
東
か
ら
流
れ
て
き
て
、
こ
こ
で
合
流
し

て
南
に
流
れ
る
。
道
も
こ
の
流
れ
に
沿
う
。

八
里
で
板
橋
を
過
ぎ
る
。
橋
の
下
を
流
れ
る
水
は
西
の
塢
か
ら
来
て
、
前

面
の
川
と
合
流
す
る
。﹇
こ
の
川
を
遡
っ
て
西
に
行
け
ば
、
そ
の
道
は
於
潜
県

か
ら
昌
化
県
に
達
す
る
。﹈

ま
た
南
に
五
里
進
む
と
保
安
坪
（
保
安
村
）
で
あ
る
。

ま
た
一
里
で
玉
澗
橋
で
あ
る
。〔
橋
は
と
て
も
新
し
く
、
ま
ち
も
賑
や
か
で

あ
る
。
こ
の
橋
は
ま
た
排
石
橋
と
も
言
う
。〕
こ
こ
で
山
が
お
お
い
に
開
け
た
。

ま
た
東
に
二
里
で
、
唐
家
拱
で
停
留
す
る
。
こ
の
地
は
応
渚
埠
（
印
渚
鎮
）

の
北
二
里
に
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
こ
に
は
市
や
店
は
な
い
。
担
夫
が
言
う
に

は
、
応
渚
埠
か
ら
桐
廬
に
下
る
船
は
、
北
へ
ま
が
っ
て
こ
こ
を
通
る
と
の
こ

と
。
そ
こ
で
渓
流
の
岸
に
停
留
し
た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
桐
廬
へ

の
船
に
出
会
え
た
。﹇
思
う
に
応
渚
埠
は
於
潜
県
の
南
の
端
で
、
川
の
南
は
も

う
分
水
県
で
あ
る
。
於
潜
県
の
川
が
北
の
方
か
ら
玉
澗
橋
を
経
由
し
て
（
南

下
し
）、
昌
化
県
の
川
が
西
の
麻
汊
埠
よ
り
流
れ
て
き
て
、
ど
ち
ら
も
応
渚
埠

で
合
流
す
る
。
か
く
し
て
こ
こ
で
水
勢
が
盛
ん
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

玉
澗
橋
よ
り
上
流
は
（
水
量
が
少
な
く
）
船
を
浮
か
べ
る
の
に
耐
え
な
い
。

一
方
麻
汊
埠
よ
り
上
流
は
、
小
舟
で
そ
の
ま
ま
昌
化
県
に
遡
れ
る
。
於
潜
県

の
川
は
昌
化
県
の
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。﹈

時
に
太
陽
が
既
に
南
中
し
て
い
る
が
、
食
材
を
買
え
る
店
が
な
い
。（
少
し

上
流
の
）
応
渚
埠
で
買
い
求
め
た
い
と
思
っ
た
が
、
船
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

そ
こ
で
（
食
材
は
あ
き
ら
め
昼
食
抜
き
と
し
）
船
と
と
も
に
行
く
こ
と
と
し

た
。船

で
川
を
下
り
、
東
南
に
十
里
進
む
と
、
厳
州
府
の
分
水
県
（
桐
廬
県
分
水

鎮
）
で
あ
る
。
県
城
は
川
の
西
岸
に
あ
る
。
分
水
県
の
地
は
、
川
は
東
南
に

流
れ
る
一
水
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
県
城
の
西
は
山
は
開
け
て
は
い
る
も
の

の
、
陸
路
だ
け
で
あ
り
、
八
十
里
で
淳
安
県
（
淳
安
県
）
に
達
す
る
。
私
は
は

じ
め
は
こ
の
道
を
た
ど
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
召
使
い
（
担
夫
）
の
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王
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
陸
行
は
不
便
で
あ
る
。
そ
こ
で
や
む
な
く
水

行
を
選
び
、
逆
の
方
向
の
東
南
へ
と
進
む
。

分
水
県
を
東
南
に
二
十
里
で
頭
鋪
（
畢
浦
）
で
あ
る
。

ま
た
十
里
で
、
桐
廬
県
の
焦
山
で
あ
る
。
店
舗
や
市
場
が
賑
や
か
で
あ
る
。

已
に
日
が
暮
れ
た
が
、
食
材
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
水
主
の
残

り
を
借
り
、
飯
を
炊
く
。

水
主
は
流
れ
に
沿
っ
て
夜
も
櫂
を
こ
ぐ
。

五
十
里
で
桐
廬
県
城
の
旧
県
（
桐
廬
市
内
）
に
達
す
る
。
夜
も
半
ば
を
過
ぎ

て
い
た
。

六
日

鶏
が
二
度
目
に
時
を
告
げ
る
こ
ろ
、
船
を
出
す
。
明
け
方
に
富
春

江
へ
出
る
。
こ
こ
は
も
う
桐
廬
県
城
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。

従
僕
を
起
こ
し
て
食
材
を
買
い
に
行
か
せ
、
こ
の
船
に
載
せ
る
。

十
五
里
で
灘
上
に
至
る
。
穀
物
を
運
ぶ
船
が
百
艘
あ
ま
り
も
あ
り
、
荷
物

を
登
載
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
私
が
乗
っ
た
船
も
停
泊
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
速
や
か
に
食
事
を
求
め
て
食
べ
る
。
食
べ
終
わ
る
と
、
別
の
船

を
求
め
、
得
ら
れ
た
の
で
そ
ち
ら
に
乗
り
移
っ
て
行
く
。
時
に
已
に
午
前
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
三
里
で
、
清
私
口
（
清
渚
港
か
）
を
過
ぎ
る
。

ま
た
三
里
で
、
七
里
籠
に
入
る
。
東
北
の
風
が
と
て
も
航
行
に
便
が
あ
る
。

う
た
た
寝
を
し
て
い
た
ら
、
厳
子
陵
釣
台
を
通
り
過
ぎ
て
い
た
。

四
十
里
で
、
建
徳
県
の
烏
石
関
で
あ
る
。

ま
た
十
里
で
、
建
徳
県
城
（
建
徳
県
梅
城
鎮
）
の
東
関
の
宿
屋
に
宿
泊
す
る
。

﹇
注
﹈
富
春
江
…
銭
塘
江
の
上
流
に
あ
た
る
大
河
。

七
里
籠
…
七
里
瀬
と
も
い
い
、
富

春
江
中
の
難
所
で
あ
り
名
所
。
厳
子
陵
釣
台
…
富
春
江
岸
に
聳
え
る
岩
山
。
漢
代
の
隠
者

厳
光
が
隠
遁
し
、
こ
こ
で
釣
り
を
楽
し
ん
だ
と
伝
え
、
多
く
の
詩
人
が
こ
こ
で
詩
を
詠
ん

で
い
る
。

七
日

霧
が
た
ち
こ
め
て
い
て
何
も
見
え
な
い
。
水
主
が
食
事
を
終
え
て

か
ら
出
発
す
る
。

午
前
に
再
び
晴
れ
る
。

七
十
里
で
香
頭
に
至
り
、
こ
こ
で
暮
れ
て
く
る
。〔
香
頭
は
山
の
北
側
に
あ

る
大
集
落
で
あ
る
。
張
と
葉
と
い
う
姓
の
も
の
で
、
高
官
に
な
る
も
の
が
た

く
さ
ん
い
る
。〕

月
が
明
る
く
、
風
も
便
が
あ
る
。

二
十
里
で
、
金
華
府
の
蘭
渓
県
（
金
華
地
級
市
蘭
渓
市
）
に
宿
泊
す
る
。

八
日

早
朝
に
浮
き
橋
に
上
陸
す
る
。
橋
の
内
外
に
た
く
さ
ん
の
船
が
鱗

の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。（
西
の
）
衢
州
か
ら
の
朝
廷
の
軍
隊
が
到
着
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
浮
き
橋
を
封
鎖
し
て
船
を
繋
ぎ
留
め
、
通
行
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
荷
物
を
顧
従
者
に
ま
か
せ
て
南
門
の
旅

館
で
保
管
さ
せ
、
私
は
静
聞
君
と
と
も
に
、
金
華
山
の
三
洞
へ
の
遊
覧
を
し

よ
う
と
考
え
た
。

思
う
に
、
金
華
の
山
々
は
、
東
西
に
横
た
わ
っ
て
聳
え
、
金
華
府
城
は
そ

の
南
に
あ
っ
て
、
浦
江
県
（
浦
江
市
）
が
そ
の
北
に
あ
る
。
山
脈
の
西
の
端
は

蘭
渓
県
で
、
東
の
端
は
義
烏
県
（
義
烏
市
）
で
あ
る
。
婺
水
と
い
う
川
が
東
南

の
永
康
県
（
永
康
市
）
か
ら
流
れ
て
き
て
、
金
華
市
の
南
門
を
経
由
し
て
西
北

に
向
か
い
、
蘭
渓
に
至
っ
て
衢
江
と
合
流
し
て
い
る
。

私
は
は
じ
め
、
陸
路
で
金
華
山
へ
行
こ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
婺
水
を
遡

っ
て
東
へ
向
か
っ
て
い
る
船
が
あ
る
の
を
見
た
。
そ
こ
で
そ
れ
に
乗
っ
て
行
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く
こ
と
に
し
た
。

川
は
砂
地
の
岸
辺
の
間
を
流
れ
、
周
囲
の
山
々
は
遠
景
で
あ
る
。
赤
い
楓

の
花
が
粗
密
様
々
に
咲
き
乱
れ
、
錦
の
カ
ー
テ
ン
を
集
め
た
り
彩
霞
を
裁
断

し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
重
な
る
山
々
に
映
え
て
、
ま
こ
と
に
す
ば

ら
し
い
風
景
で
あ
る
。
そ
の
前
に
金
華
山
が
天
に
向
か
っ
て
聳
え
立
ち
、
あ

た
か
も
屏
風
を
背
負
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
そ

れ
ら
に
背
を
向
け
て
東
南
に
進
ん
だ
。

（
そ
の
う
ち
に
、
同
舟
の
人
に
）「
三
洞
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
質
問

す
る
と
、「
こ
こ
か
ら
北
に
あ
り
ま
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

（
重
ね
て
）「
金
華
府
城
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
と
、「
南
に
あ

り
ま
す
」
と
い
う
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
、
三
洞
に
行
く
に
は
必
ず
し
も
金
華
府
城
ま
で
行
く
必

要
は
な
く
、（
蘭
渓
県
か
ら
）
半
日
も
陸
行
す
れ
ば
、（
金
華
府
城
へ
の
）
道

の
半
ば
で
山
に
行
け
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
船
に

乗
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

四
十
五
里
で
小
さ
な
渓
流
に
至
っ
た
。
已
に
日
も
暮
れ
、
月
が
洗
っ
た
か

の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。

さ
ら
に
十
五
里
行
っ
て
陸
に
あ
が
る
。
下
馬
頭
の
旅
館
に
投
宿
し
よ
う
と

し
た
ら
、
深
夜
で
あ
る
こ
と
か
ら
門
を
閉
ざ
し
て
入
れ
て
く
れ
な
い
。（
ち
ょ

う
ど
そ
こ
へ
）
王
と
い
う
姓
の
人
〔
号
は
敬
川
と
い
い
、
高
橋
埠
の
人
で
あ
っ
た
。〕

が
、
月
明
か
り
の
中
を
家
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
行
き
会
っ
た
。
旅
人

（
つ
ま
り
徐
霞
客
ら
）
が
泊
ま
る
場
所
が
な
い
の
を
見
て
、
金
華
府
城
の
西

門
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
旅
館
に
泊
ま
ら
せ
て
く
れ
た
。

九
日

早
朝
に
起
き
る
。
空
が
清
ら
か
で
ま
る
で
洗
っ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。
王
敬
川
と
一
緒
に
金
華
府
城
の
西
門
か
ら
城
に
入
る
。
金
華
県
の
役
所

の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。
そ
こ
は
人
々
が
ま
る
で
川
の
水
の
よ
う
に
た
く
さ
ん

流
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
県
の
長
官
が
無
く
な
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
の
よ
う

だ
。〔
長
官
は
、
歙
県
出
身
で
項
士
龍
と
い
う
人
で
あ
り
、
辛
未
（
一
六
三
一
年
）

の
進
士
で
あ
っ
た
。
五
日
間
の
間
に
、
士
龍
本
人
の
他
、
彼
の
父
親
と
彼
の
三
人
の
息

子
ら
が
相
次
い
で
痢
病
で
な
く
な
っ
た
。〕

さ
ら
に
東
に
進
み
、
蘇
坊
嶺
に
登
る
。
こ
の
嶺
は
は
な
は
だ
平
坦
で
、
市

街
地
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
東
に
嶺
を
下
れ
ば
、
四
牌
坊
（
四
牌
楼
）
で
あ
る
。

蘇
坊
か
ら
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
商
店
が
た
い
へ
ん
賑
や
か
で
あ
る
。
蘇
坊
嶺

を
南
に
行
け
ば
、
金
華
府
の
役
所
で
あ
る
。

王
敬
川
と
一
緒
に
歙
人
の
や
っ
て
い
る
麵
食
堂
に
入
る
。
麵
が
と
て
も
お

い
し
い
。
そ
こ
で
一
人
で
二
人
分
を
平
ら
げ
た
。

そ
し
て
（
再
び
）
西
門
か
ら
城
外
へ
出
る
。
そ
の
ま
ま
城
壁
沿
い
に
西
北

へ
進
む
。
王
敬
川
は
な
お
残
惜
し
げ
に
し
て
し
ば
ら
く
同
行
し
た
が
、
や
が

て
別
れ
た
。

ま
も
な
く
低
い
丘
を
登
り
降
り
し
な
が
ら
進
み
、
十
里
で
羅
店
（
羅
店
鎮
）

に
至
る
。

「
三
洞
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
。

す
る
と
「
前
に
傾
い
た
尖
峯
が
西
側
に
見
え
て
き
た
ら
、
そ
の
東
側
に
あ

り
ま
す
」
と
言
う
。

（
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
）
土
地
の
人
を
つ
か
ま
え
て
詳
し
く
聞
い
て

み
た
。

（
す
る
と
）「
金
華
山
の
中
程
が
鹿
田
寺
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
山
脈
が
東
に
伸

び
た
も
の
が
南
に
曲
が
っ
て
芙
蓉
峯
と
な
る
、
こ
れ
が
尖
峯
で
す
。
金
華
府

内
の
龍
脈
の
起
点
と
な
り
ま
す
。（
鹿
田
寺
か
ら
）
西
の
伸
び
た
山
脈
群
が
南
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に
集
ま
っ
た
も
の
が
三
洞
と
な
り
ま
す
。
三
洞
の
西
は
、
す
ぐ
に
蘭
渓
と
の

境
界
で
す
」
と
答
え
る
。

初
め
は
三
洞
を
経
由
し
て
蘭
渓
に
取
っ
て
返
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、
こ
こ

か
ら
東
に
も
他
に
よ
い
景
勝
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
芙
蓉
峯
へ
と

向
か
っ
て
進
む
こ
と
に
す
る
。

羅
店
か
ら
東
北
に
五
里
で
智
者
寺
で
あ
る
。
そ
こ
は
芙
蓉
峯
（
尖
峯
山
）
の

西
に
あ
た
り
、
金
華
山
南
麓
を
代
表
す
る
寺
院
で
あ
る
。（
し
か
し
）
今
は
荒

れ
果
て
て
い
る
。
そ
の
中
で
一
殿
の
中
に
石
碑
が
ひ
と
つ
残
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
陸
游
が
智
者
大
師
の
た
め
に
こ
の
寺
を
再
建
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
碑
文
は
陸
游
の
揮
毫
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
石
碑
の
背

に
は
陸
游
と
智
者
大
師
の
書
簡
数
編
を
刻
ん
で
い
た
。
碑
文
は
楷
書
で
、
書

簡
は
行
書
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
趣
が
あ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
お

し
い
こ
と
に
は
職
人
が
い
な
い
た
め
、
拓
本
一
通
を
得
て
楽
し
み
と
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

智
者
寺
の
東
に
は
芙
蓉
庵
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
芙
蓉
峯
に
登
る
道
が
あ
る
。

私
は
、
芙
蓉
峯
は
確
か
に
円
錐
形
で
面
白
い
が
、
そ
の
高
さ
は
北
山
の
半
分

に
も
及
ば
な
い
、（
だ
か
ら
登
る
ま
で
も
な
い
）
と
考
え
た
。
そ
こ
で
こ
の
峯

は
登
ら
な
い
こ
と
に
し
た
。
か
く
し
て
智
者
寺
か
ら
西
北
へ
、
山
路
を
登
る
。

峯
や
窪
地
を
登
り
降
り
し
て
い
る
と
、
五
里
で
清
景
庵
に
至
っ
た
。
庵
僧
の

道
修
が
引
き
留
め
て
食
事
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
後
、
私
を
引
率
し

て
北
の
窪
地
か
ら
楊
家
山
に
登
る
。
楊
家
山
は
北
山
が
南
に
伸
び
て
い
る
そ

の
第
二
層
で
あ
る
。
さ
ら
に
南
に
下
れ
ば
芙
蓉
峯
で
、
こ
れ
が
第
三
層
で
あ

る
。楊

家
山
の
西
側
を
廻
り
、
二
つ
の
山
が
挟
ん
で
い
る
間
を
通
っ
て
北
に
向

か
う
。〔
東
が
楊
家
山
で
、
山
の
辺
り
に
民
家
が
数
十
軒
あ
る
。
西
が
白
望
山

で
、
仙
人
が
鹿
を
眺
め
た
と
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。〕
だ
い
た
い
七
里
ほ
ど

で
、
北
山
が
後
ろ
に
聳
え
、
楊
家
山
が
前
面
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
中
間
に
窪

地
が
開
け
る
。
そ
こ
に
は
巨
石
が
横
た
わ
り
、
空
に
聳
え
る
。
そ
の
岩
を
重

ね
て
台
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
竹
が
植
え
ら
れ
房
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
朱
開
府
の
別
荘
で
あ
っ
た
。〔
朱
の
名
は
大
典
で
あ
る
。〕

そ
の
東
北
は
石
が
さ
ら
に
壘
壘
と
重
な
り
、
大
き
い
も
の
は
獅
子
や
象
く

ら
い
も
あ
り
、
小
さ
い
も
の
で
も
鹿
や
豚
く
ら
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
草
む

ら
の
中
に
蹲
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
石
浪
で
あ
る
。
あ
の
黄
初
平
が
石
を
叱
り

つ
け
て
羊
に
変
え
た
場
所
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
ま
た
石
に
変
化

し
て
い
る
。

石
の
上
が
鹿
田
寺
で
あ
る
。
玉
女
が
鹿
を
駆
使
し
て
耕
地
を
耕
し
た
の
こ

で
、
こ
の
名
が
あ
る
。
耕
地
の
前
に
石
が
あ
る
。
そ
の
形
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
「
馴
鹿
石
」
と
い
う
。

﹇
注
﹈
智
者
寺
…
南
朝
梁
の
智
者
国
師
婁
約
の
創
建
と
伝
え
る
古
刹
。
南
宋
の
嘉
泰
三
年

（
一
二
○
三
）
に
陸
游
（
一
一
二
五
〜
一
二
一
○
）
が
重
修
し
、「
智
者
寺
興
造
記
」
を
残

し
て
い
る
。

黄
初
平
…
晋
代
の
道
士
で
仙
人
。
赤
松
子
と
も
い
う
。
も
と
羊
飼
い
で
、

金
華
山
で
長
い
間
修
行
し
て
い
る
内
に
、
羊
が
石
に
変
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
た

初
平
が
叱
り
つ
け
た
と
こ
ろ
、
石
が
す
ぐ
さ
ま
羊
に
戻
っ
た
と
い
う
。

鹿
田
寺
…
趙
宋

時
代
創
建
と
伝
え
る
古
刹
。
金
華
山
中
の
中
心
地
を
な
し
て
い
る
。
今
は
廃
。

【
九
日
途
中
】

(

二
〇
一
二
年
三
月
三
一
日
提
出)

(

二
〇
一
二
年
五
月
一
八
日
受
理)
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